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　今日，世論調査，市場調査などをはじめとして，さ
まざまな分野において，それぞれの目的のために，数
多くの個々人の社会的態度が測定されている。これら
の測定は，①いわゆる社会実査（sQcial　survey）の中
の意識データ収集として，あるいは，②心理学的方法
による実験室調査としてのいずれかのやり方によって
行われるのが一般的である。
　社会実査は，元来，個々人の「職業」や「学歴」な
どの社会的な事実を調査することが目的であり，人間
の意識データを測定するには適していない面がある。
すなわち，意識データ収集においては，個々人の社会
的態度を構成する自由意思による考え，判断などを質
問し，それへの回答を得ることになるが，この際イン
タビュアー（面接者，質問者）の対応いかんによっ
て，調査対象老の回答が変化してしまう虞れがあるの
である。このことは，社会実査の中でも特に面接調
査，電話調査において大きな問題となる。
　ひるがえって，心理学的方法による社会的態度の測
定においては，インタビュアーの対応手順を訓練する
ことによって上記の問題点を解消しているが，データ
を収集するのに熟練した面接者が長い時間をかける必
要があり，大量のデー・タを収集することは困難であ
る。
　以上の問題点を解決する方法のつは，コンピュ　一一タ
によってデー一タ収集手順を厳密に統制した上で，社会
実査の方法に準じて社会的態度を測定することである
と考えられる。
　本研究の目的は，コンピュータを利用した社会的態
度の測定法を試案し，その妥当性を検討することであ
る。この目的のために本研究では，①コンビ＝一タに
よって社会的態度を収集するためのコンピュータ・プ
ログラムを作制し，②社会的態度に関する同一の調査
項目について，このコンピュータ・プログラムを用い
て収集されたデー・タと，オーソドックスな社会実査の
方法によって収集されたデータとを比較検討すること
により，コンピュ・一一タを用いた社会的態度の測定法の
妥当性を吟味することを計画した。
　今年度は初年度として，社会的態度を測定するため
のコンピュータ・プログラムを，コソピュPタ言語
“N88－BASIC”を用いて作制した。来年度は，上記の
ように，このプログラムによって社会的態度のデータ
を収集し，これと平行してオーソドヅクスな社会実査
を行い同様のデータを収集して，両者の比較検討をす
る予定である。
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